
 

 

 

 

 

 

 

 

第 166 回国会における最低賃金に係る主な質疑 

資料 No.４



第１６６回国会における最低賃金に係る主な質疑 

 
○最低賃金制度の見直しについての基本的考え方 

１／２９松本剛明議員（民主） ２／１３志位和夫議員（共産）  

２／２３増原義剛議員（自民） ２／２３糸川正晃議員（国民） 

３／１９小林正夫議員（民主） ５／２４糸川正晃議員（国民）  

６／２０古屋範子議員（公明） 

 

○地域別最低賃金を時間額１，０００円以上とすべき 

１／３０志位和夫議員（共産） ３／２０福島みずほ議員（社民） 

５／２２小池晃議員（共産）  ５／２４笠井亮議員（共産） 

６／８高橋千鶴子議員（共産）  

 

○全国一律最低賃金とすべき 

１／３０志位和夫議員（共産） ５／２２小池晃議員（共産）  

 

○全国最低８００円を１つの目安にすべき 

３／１松本剛明議員（民主） 

 

○ナショナルミニマムを法で定め、そこに地域別最低賃金を上乗せすべき 

５／２４重野安正議員（社民） 

 

○全国一律１，０００円は理想論で中小企業を圧迫するのではないか。通常の

賃金支払能力も考慮し、地域の経済力に見合ったものとすべき。 

３／１９白浜一良議員（公明） ５／２４江田康幸議員（公明） 

６／１新井悅二議員（自民）  ６／１古屋範子議員（公明） 

６／２０石崎岳議員（自民）  

 

○地域別最低賃金を労働者の平均的所得の５割を目標とすべき。 

２／１３志位和夫議員（共産） 

 

○生活保護との整合性を図るべき 

３／１２ 前川清成議員（民主） ３／１９白浜一良議員（公明） 

５／２４江田康幸議員（公明）  ６／１ 新井悅二議員（自民） 

６／１ 古屋範子議員（公明）  ６／６細川律夫議員（民主）  

６／６長妻昭議員（民主）    ６／１３福島豊議員（公明） 



 

○生活保護との整合性の考慮によりどの程度上がるのか 

２／２１細川律夫議員（民主） ５／９岡崎トミ子議員（民主） 

５／２２小池晃議員（共産）  ５／２４園田康博議員（民主） 

６／６細川律夫議員（民主）  ６／６高橋千鶴子議員（共産）  

 

○諸外国の最低賃金と比較して低いのではないか 

２／２３糸川正晃議員（国民） ６／１古屋範子議員（公明） 

 

○最低賃金の原則として労働者及びその家族の生計費を基本とすべき 

５／２４園田康博議員（民主） 

 

○中小企業対策とセットで最低賃金の抜本的引上げを図るべき 

２／１３志位和夫議員（共産） 

 

○成長力底上げ戦略における引上げの考え方 

６／２０石崎岳議員（自民） 

 

○中小企業の生産性向上に向けた取組みの基本的考え方 

６／２０古屋範子議員（公明） 

 

○中小企業への影響とは具体的に何か 

６／６高橋千鶴子議員（共産） 

 

○地域の中小企業の労働者の賃金引上げにより地域経済への波及を図るべき 

６／８高橋千鶴子議員（共産） 

 
○成長力底上げ戦略推進円卓会議と最低賃金審議会との関係について 

２／２１細川律夫議員（民主） ６／６園田康博議員（民主） 

６／６高橋千鶴子議員（共産） 

 






























































































